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首
都
圏
で
は
在
庫
を
豊
富

に
持
つ
の
は
難
し
い
が
、

同
社
の
場
合
相
模
原･

横

浜
の
２
つ
の
木
材
市
場

と

橋
本･

関
東(

埼
玉)･

茨
城･

前
橋
の
４
つ
の
物

流
セ
ン
タ
ー
の
計
６
カ
所

に
木
材
を
在
庫
し
て
お
く

こ
と
が
可
能
だ
。
こ
の
在

庫
機
能
を
さ
ら
に
強
化
す

る
こ
と
で
、
木
材
不
足
の

事
態
に
備
え
る
。

首
都
圏
物
流
の
再
構
築

も
進
め
て
い
く
。
４
万
平

方
㍍
の
広
さ
が
あ
る
関
東

物
流
セ
ン
タ
ー
（
埼
玉
県

入
間
郡
越
生
町
）
は

年

３
月
に
開
設
さ
れ
、
現
在

は
第
２
期
工
事
を
行
っ
て

い
る
。
９
月
ま
で
に
１
５

０
０
坪
の
倉
庫
な
ど
を
８

億
円
か
け
て
建
設
す
る
計

画
だ
。
新
倉
庫
が
完
成
す

れ
ば
資
材
の
安
定
供
給
に

も
貢
献
す
る
。

定
だ
。

国
産
材
で

は
パ
ッ
ケ
ー

ジ
販
売
も
開

始
し
た
。
ム

ク
材
仕
様
、

集
成
材
仕
様

な
ど
複
数
の

選
択
肢
を
用

意

し

て

お

り
、
住
宅
会

社
は
必
要
に

応
じ
た
選
択

が
で
き
る
。

安
定
供
給
に
は
仕
入
先

と
の
関
係
強
化
が
欠
か
せ

な
い
。
ナ
イ
ス
は
全
国
の

１
０
０
近
い
製
材
メ
ー
カ

ー
と｢

素
敵
木
材
倶
楽
部｣

を
組
織
し
、
大
手
製
材
だ

け
で
な
く
多
く
の
中
小
の

製
材
と
も
契
約
し
て
集
材

能
力
を
高
め
て
い
る
。

在
庫
機
能
に
つ
い
て
も

強
化
し
て
い
く
方
針
だ
。

に
ピ
ッ
キ
ン
グ
ラ
ッ
ク
を

設
置
し
て
ア
ッ
セ
ン
ブ
ル

機
能
を
強
化
。
必
要
な
時

に
必
要
な
分
の
構
造
・
羽

柄
材
を
邸
別
に
販
売
で
き

る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
、

よ
り
多
く
の
現
場
に
木
材

を
納
材
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
ア
ッ
セ
ン
ブ
ル
ラ
ッ

ク
は
滋
賀
市
場
、
茨
城
物

流
セ
ン
タ
ー
に
も
導
入
予

ナ
イ
ス
（
横
浜
市
、
杉

田
理
之
社
長
）
は
全
国
に

13
カ
所
の
木
材
市
場
と
31

カ
所
の
物
流
セ
ン
タ
ー
を

持
つ
強
み
を
生
か
し
、
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
下
で
も
木

材
の
安
定
供
給
に
尽
力
し

た
。昨

年
、
相
模
原
・
小
牧

・
前
橋
・
横
浜
木
材
市
場

５
０
０
０
人
の
来
場
が
あ

る
。
21
年
は
、
中
止
と
な

っ
た
展
示
会
の
代
替
案
と

し
て
一
部
営
業
所
で
倉
庫

市
を
開
催
。
メ
ー
カ
ー
、

工
務
店
な
ど
の
顧
客
に
と

っ
て
貴
重
な
対
面
商
談
の

機
会
と
な
り
、
喜
ば
れ

た
。秋

に
は
、
メ
ー
カ
ー
各

社
に
呼
び
掛
け
、
商
品
購

入
者
に
ご
当
地
物
産
品
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
展
示

会
出
展
メ
ー
カ
ー
の
大
部

分
で
あ
る
34
社
の
協
力
が

あ
り
、
販
売
機
会
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
。

「
顧
客
に
安
心
と
満
足

を
提
供
す
る
と
い
う
企
業

理
念
に
基
づ
い
て
、
展
示

会
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
コ

ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
る
大
切

さ
を
再
確
認
し
た
」
（
同

社
）
。

社
は
考
え
る
。

問
屋
は
、
需
給
と
価
格

の
２
つ
を
安
定
化
さ
せ
る

役
割
を
持
つ
。
こ
れ
に
加

え
て
、
同
社
は
展
示
会

を
、
商
品
情
報
に
つ
い
て

メ
ー
カ
ー
と
ユ
ー
ザ
ー
を

つ
な
ぐ
場
役
割
に
位
置
付

け
、
大
切
に
し
て
き
た
。

世
の
中
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使

っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
情

報
発
信
も
増
え
た
。
し
か

し
、
床
材
や
キ
ッ
チ
ン
な

ど
の
建
材
は
、
実
物
を
見

て
、
触
っ
て
、
使
い
心
地

を
確
か
め
た
後
で
購
入
を

決
め
る
と
い
う
流
れ
は
今

後
も
変
わ
ら
な
い
と
同
社

は
捉
え
る
。

実
際
、
同
社
の
展
示
会

は
工
務
店
だ
け
で
な
く
施

主
の
来
場
も
多
い
の
が
特

徴
だ
。
建
材
メ
ー
カ
ー
各

社
と
直
々
に
情
報
交
換
で

き
る
利
点
か
ら
、
毎
回
約

丸
敏
幸
社
長
）
で
も
恒
例

と
し
て
い
る
春
秋
の
展
示

会
の
う
ち
、
２
０
２
１
年

は
春
の
滋
賀

会
場
を
除
い

て
２
年
連
続

で

中

止

し

た
。
そ
れ
で

も
、
木
材
価

格
高
騰
や
メ

ー
カ
ー
の
協

力
も
あ
り
売

り
上
げ
は
伸

長
し
た
。
た

だ
、
継
続
す

る
に
は
展
示

会
が
引
き
続

き
必
要
と
同

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
が
続
き
、
丸

産
業
（
奈
良
県
橿
原
市
、

多少見直されていくかもしれないが、それでも、在庫するためのコス

トや配送料は誰が負担するのかといったことも問題として残る。

建材商社も、輸入合板を筆頭に、在庫管理の徹底や先物契約条件を

厳格化している。在庫機能面では問屋ほどの機能を発揮できなかった

ものの、ウッドショック下で、金融や資源開発などの機能を発揮し

た。

そのひとつが伊藤忠建材の国産材課の取り組みだ。立木買いを含む

丸太調達を手掛けるが、同課を中心に、調達丸太を製材業者に供給し

て製材品を購入、プレカット工場に供給するという双方向性の商いを

機能させた。この取り組みは、小規模事業者が多い日本の山林にとっ

て、同社が仲介することで価値の付加や融資機能の可能性を感じさせ

るものともなった。

もうひとつが、双日建材のインドネシア・スメル社とのファルカタ

合板の開発だ。独自の供給ソースの開拓により、世界的に木質資源が

不足するなかでも安定的な供給を実現し、輸入合板ニーズの一翼を担

った。

在庫と配送は建材問屋に期待される重要な機能だ。だが、全国にあ

る営業店舗や物流倉庫に一定量の在庫を置いて欠品が起こったときに

在庫分から出荷を行うという市場流通における緩衝材的な機能は、今

では限定されたものになっている。建材商社でもリスクはできるだけ

最小限にする安全性重視のビジネスモデルへの転換が進み、在庫を持

つことは時代の要請にそぐわなくなっているのが実態だ。

だが、ウッドショックが突きつけたサプライチェーンの課題にはい

ずれ向き合っていかなければならず、そのためには仕入先との協業関

係が不可欠だ。今はまだ模索段階にあるが、サプライチェーンの課題

を解決した先には、新たなビジネスの種が見えてくるかもしれない。

大量在庫が難しくなった背景には、消費者の嗜好が多様化して建材

の種類が増えたことや、必要なものを必要なだけ提供する「ジャスト

・イン・タイム」の供給体制が主体となっていることなどがある。便

利さと利潤を追求した供給体制が、需給バランスが少しでも崩れると

サプライチェーンが機能しなくなるという今回の事態を生んだ。

ウッドショックで痛い思いをしたことで今後、在庫機能については

資
源
開
発
な
ど
の
機
能
生
か
す

資
源
開
発
な
ど
の
機
能
生
か
す

展
示
会
の
機
能
再
確
認

展
示
会
の
機
能
再
確
認

展
示
会
の
機
能
再
確
認

情
報
つ
な
げ
安
心
満
足
に

丸
産
業

アッセンブル機能強化アッセンブル機能強化

首都圏物流も再構築

ナ イ ス

相模原木材市場に設置したピッキングラック

倉庫市には展示会を待ちわびた

業界関係者が来場した

（）(令和)         ウッドショックから学ぶ 第３種郵便物認可


